
○地域モビリティの持続性確保のため、留意すべき点は何か。

＜考えられるポイント（例）＞

・地域住民や目的地となる施設の関係者が支え手にまわる取組み
・地域住民の生活ニーズや地域課題（子育て、買い物等）との連携・共創
・地元のバス・タクシー事業者との協働によるデマンド交通等の運行
・地域の拠点となる駅までの移動手段（路線バス・タクシー等）との連携
・ＡＩ・ＩＣＴ等のデジタル技術や新技術の活用
・県内のMaaSとの情報統合やサービス連携 等

計画策定に向けて本部会で議論いただきたいこと 資料３

※今後の部会で検討が必要なポイント

○地域モビリティの確保に向けて、どのような地域のチャレンジを

県として推進・支援していくべきか。

○県として支援する地域モビリティ確保に向けた取組みの対象範囲の

具体化・精緻化。

○地域住民の生活ニーズや地域課題と解決に向けて取り組む主体との

マッチングを進めるため、県として取り組めることは何か。

等


